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１） 事業所及び代表者氏名

森山建設株式会社　　

代表取締役　　小玉　徹

２） 所在地

神奈川県藤沢市下土棚１７８６番地

３） 環境管理者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者 小玉　聡

エコアクション２１事務局 山本　康子　　　 ０４６６-４３-３２１１

４） 設立年月日

　

５） 資本金

２,０００万円

６） 事業規模（２０２２年度）

工事等の件数 ４４ 件

売上高

従業員数 ９ 人

床面積 １２０.４５㎡

資機材置場面積 ３９４.３㎡

７） 事業活動

土木工事、建築工事、舗装工事、水道施設工事、管工事

８） 一般建設業の許可

神奈川県知事 許可 （般－１） 第１２７１４号

許可の有効期間 ２０１９年７月１日～２０２４年６月３０日

管工事業 造園工事業
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1971年10月21日

５０６,０９０千円／年

1、組織の概要



９） 特定建設業の許可

神奈川県知事 許可 （特－１） 第１２７１４号

許可の有効期間 ２０１９年７月１日～２０２４年６月３０日

土木工事業 とび・土木工事業 石工事業
鋼構造物工事業 ほ装工事業 塗装工事業
しゅんせつ工事業 水道施設工事業 建築工事業 防水工事業

１０）ＪＩＳ Ｑ ９００１：２０１５／ＩＳＯ９００１：２０１５認証登録

登録日

更新日

有効期限

１１）国土交通省関東地方整備局
災害時の基礎的事業継続力認定（ＢＣＰ）

認定番号 Ktr１３＿０４９

登録日

認定期間

１２）宅地建物取引業者

免許認証番号 神奈川県知事（４）第２５６５２号

有効期間 令和２年８月６日～令和７年８月５日

１３）産業廃棄物収集運搬許可

神奈川県指令 湘セ第３１９号-１８６
　　

許可番号

有効期間

１４）給水装置工事事業者指定業者

指定年月日

指定番号 第１３３３号
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２０２１年１０月１日　～　２０２３年９月３０日

２０００年５月１０日

２０２５年１０月３１日

２０２4年１１月２１日

２０１３年１０月１日

２００１年１１月２２日

１４０３０２３５６５

２０21年１１月２２日



１５）排水設備指定工事店

藤沢市 指定番号 第２３１号

綾瀬市 指定番号 第１０１号

海老名市 指定番号 第９５号

茅ヶ崎市 指定番号 第１５４号

大和市 指定番号 第１６９号

横浜市 指定番号 第１１２８１号

鎌倉市 指定番号 第９６号

寒川町 指定番号 第５８号

１） 事業活動

土木工事、建築工事、舗装工事、水道施設工事、管工事

２） 対象事業所

本社
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2、対象範囲



４）印刷物の多量化を抑制するため、電子データ化への移行を促進します。

　　　　　　　　　　　-4-

代表取締役　小玉　徹

７）環境教育を実施し、全社員が環境方針の遂行に当たり環境に関する意識向上を図ると共
に、取引先へも環境基本方針を周知し、理解と協力を要請します。

⑤建設リサイクル率向上に努めます。

②水使用量の低減
　　オフィスで使用する水使用量の削減に努めます。
  

①環境保全活動
　　営業活動における車両の保守点検作業の励行と安全運行の遵守に努め、ガソリン使用量及
び軽油使用量の削減に努めます。

６）事業活動の中で、特に以下の項目について優先的に保全活動を推進します。

制定日　2011年1月10日

１）事業活動としての建設業業務に於いて、環境に与える影響を的確に把握し、技術的、経済的
に可能な範囲で環境目的・目標を定め、管理プログラムを設定しこれを実行すると共に定期的
に見直しを行い、環境汚染防止及び環境保全活動の継続的改善・向上を図ります。

３）保全活動を推進するため、全ての組織及び従業員が活動できる環境管理組織を整備します。

［　理　念　］

５）電力使用量削減のため、空調機の温度管理を徹底します。

3、環境経営方針

２）環境保全に関する法規制及び受け入れを決めたその他の要求事項を遵守し、一層の環境
保全に取り組みます。

森山建設株式会社

④お客様に工期短縮工法等の環境配慮活動を提案します。

改定日　2021年4月  5日

③事務用品等のグリーン購入を積極的に行います。

［　方　針　］

当社は、事業活動が環境に大きな影響を与えていることを真摯に受け止め、従業員一人一人が
環境の保全と維持、改善に積極的に取り組みます。また、環境創造に資する工法推進、リサイク
ル、提案に努め、より環境負荷の少ない事業活動を推進します。



kg-CO2

○購入電力の排出係数(基準年0.441kg-CO2/ｋWｈ・目標年0.452kg-CO2/kWh）を使用してます。
※化学物質については、使用しておりません。
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4、環境経営目標

2026年度

'22年4月～'23年3月

15754 kWh

2022年度 2023年度

'23年4月～'24年3月

目　　的

kWh16093 15923

2016年度値参考

基準年
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ℓ
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評価 ○： 達成 ×：未達 ：計画 ■：実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
二酸化炭素削減 ・空調の効率向上 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
（電力の削減） ・不使用機器の主電源管理

・パソコン等の省エネモード設定 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
対2016年比5％削減 1200 1000 1100 1200 1400 1500 1200 1200 1500 1600 1600 1593

1200 2200 3300 4500 5900 7400 8600 9800 11300 12900 14500 16093
↓ 1313 988 1010 1474 1465 1520 1128 1125 1493 1571 1558 1388

1313 2301 3311 4785 6250 7770 8898 10023 11516 13087 14645 16033
× ○ 〇 × × × ○ 〇 〇 〇 〇 〇

二酸化炭素削減 ・積載物の見直し ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
・低燃費車の導入 ■ ■ ■ ■ ■

対2016年比5％削減 500 400 500 700 600 600 700 700 600 500 500 480
500 900 1400 2100 2700 3300 4000 4700 5300 5800 6300 6780

↓ 473.2 362.9 537.4 563.9 590.6 615.9 516.5 551.2 478.5 494 535.4 431.8
473.2 836.1 1373.5 1937.4 2528 3143.9 3660.4 4211.6 4690.1 5184.1 5719.5 6151.3

〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇
二酸化炭素削減 ・アイドリングストップの徹底 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

・乗り合いの実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
対2016年比5％削減 200 200 200 300 200 200 250 250 250 300 250 250

200 400 600 900 1100 1300 1550 1800 2050 2350 2600 2850
↓ 213.3 88 155.2 198.6 131.1 181.1 144.6 159 164.7 170.7 139.2 200.6

213.3 301.3 456.5 655.1 786.2 967.3 1111.9 1270.9 1435.6 1606.3 1745.5 1946.1
× 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○

二酸化炭素削減 ・最適機械の選定 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
（軽油使用量の削減） ・日々の車両点検実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
対2016年比7％削減 300 400 550 550 550 500 550 550 534 600 600 514

300 700 1250 1800 2350 2850 3400 3950 4484 5084 5684 6198
↓ 206.2 310.26 362.27 123 200 212 257.82 420.15 405.15 361.6 122 120.47

206.2 516.46 878.73 1001.73 1201.73 1413.73 1671.55 2091.7 2496.85 2858.45 2980.45 3100.92
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

・流し続けの防止 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
16 16 16 16 16 16

最低使用量維持 0 16 16 32 32 48 48 64 64 80 80 96
16 16 16 16 16 16

↓ 0 16 16 32 32 48 48 64 64 80 80 96
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・器具等の保守点検実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
・水タンクの使用 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

25 26 30 28 26 25
対2016年比4％削減 0 25 25 51 51 81 81 109 109 135 135 160

7 6 20 32 22 12
↓ 0 7 7 13 13 33 33 65 65 87 87 99

〇 〇 〇 × 〇 ○
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5、環境経営計画とその評価

Ｎｏ. 年　度　目　標 施　　　策 責任者
2022年度

1
山本計画電力量（ｋWｈ）

16093kWh 　　　同累計（ｋWｈ）
実績電力量（ｋWｈ）

16033kWh 　　　同累計（ｋWｈ）
評価

2
小玉

（事務所ガソリン使用量の削減）

　　　計画量（ℓ）
6780ℓ 　　　同累計（ℓ）

実績量（ℓ）
6151.3ℓ 　　　同累計（ℓ）

評価

3
小玉

（現場ガソリン使用量の削減）

　　　計画量（ℓ）
2850ℓ 　　　同累計（ℓ）

実績量（ℓ）
1946.1ℓ 　　　同累計（ℓ）

評価

4
小玉

　　　計画量（ℓ）
6132ℓ 　　　同累計（ℓ）

実績量（ℓ）
3100.92ℓ 　　　同累計（ℓ）

評価

5

水の使用量削減

山本
　　　計画量（㎥）
　　　同累計（㎥）

96㎥ 実績量（㎥）
　　　同累計（㎥）

96㎥ 評価

6

水の使用量削減

山本
　　　計画量（㎥）
　　　同累計（㎥）

160㎥ 実績量（㎥）
　　　同累計（㎥）

99㎥ 評価



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
事務所廃棄物の抑制 ・タブレットを利用し紙資料を抑制 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
（一般廃棄物削減） 0.03 0.02 0.02 0.0268 0.02 0.03 0.025 0.025 0.03 0.0284 0.03 0.0268
対2016年比3％削減 0.03 0.05 0.07 0.0968 0.1168 0.1468 0.1718 0.1968 0.2268 0.2552 0.2852 0.312

0.030 0.019 0.019 0.022 0.019 0.021 0.016 0.024 0.030 0.021 0.023 0.019
↓ 0.030 0.049 0.068 0.090 0.109 0.130 0.146 0.170 0.200 0.221 0.244 0.263

○ 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇
建設リサイクル率向上 ・資材過剰納入の抑制 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
（産業廃棄物削減） 150 150 200 250 250 300 300 300 300 300 400 215
対2016年比7％削減 150 300 500 750 1000 1300 1600 1900 2200 2500 2900 3115

1.910 71.378 336.679 124.052 156.936 297.242 340.708 45.372 97.700 19.683 29.508 1.092
↓ 1.910 73.288 409.967 534.019 690.955 988.197 1328.905 1374.277 1471.977 1491.660 1521.168 1522.260

○ ○ 〇 ○ ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇
グリーン購入拡大 ・グリーン購入の周知 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

・現状把握 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
対2016年比1点増加 ・積極的なｸﾞﾘｰﾝ購入に取り組む ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

・購入件数の増加 1点
工期短縮による ・最適機械の選定 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

環境負荷の削減 ・工程計画 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
設定工期-5％ ・人員配置計画 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

-5%
教育 ・各テーマに関する訓練実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
教育の徹底 ・月例会議での周知徹底 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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Ｎｏ. 年　度　目　標 施　　　策 責任者
2022年度

7
小玉

　　　計画量（ｔ）
　　　同累計（ｔ）

0.309t 実績量（ｔ）
　　　同累計（ｔ）

0.263t 評価

8
小玉

　　　計画量（ｔ）
　　　同累計（ｔ）

3082t 実績量（ｔ）
　　　同累計（ｔ）

1522.26t 評価

11
小玉

・計画に対する実施状況評価 評価

9
山本

評価

10
小玉

評価



（回覧ルート）

社長→部門責任者、環境管理責任者
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代表取締役 １．経営における課題とチャンスの明確化
２. 環境経営方針の策定・見直し及び全従業員への周知
３. 環境管理責任者の任命
４．環境経営方針の制定
５．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備
６．社内情報の外部公開可否決定
７. 環境経営レポート承認

環境委員会 １．四半期毎開催
２．情報の提供

役　職 責任および権限

6、環境経営計画実施体制表

環境管理責任者 １．環境経営レポート作成
２．代表取締役への環境経営システムの実施状況報告
３．諮問機関である環境委員会の委員長として委員会の運営
４．推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営
５．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施
６．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
７．環境関連文書及び記録の作成・整理

部門責任者 １．環境経営システムの方針、実施計画を自部門で実施、維持、継続的改善
２．環境上の緊急事態への準備及び対応

環
境
委
員
会

代表取締役

環境管理責任者

部門責任者 総務部

布田 忠雄

部門責任者 工事部

大嶋 康信

ＥＡ２１事務局

山本 康子



7、環境経営目標、環境経営計画の実績・取組結果と
その評価及び次年度の環境経営目標・環境経営計画

2.電力使用量削減 5％削減

16093kWh 16033kWh

3.車両燃料使用量 5％削減

（事務所ガソリン）

6780ℓ

4.車両燃料使用量 5％削減

（現場ガソリン）

2850ℓ

5.車両燃料使用量 7％削減

（軽油）

6132ℓ 3100.92ℓ

6.水資源投入量削減 現状維持

（事務所）

96㎥ 96㎥

7.水資源投入量削減 4％削減

（現場）

160㎥ 99㎥
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　事ができた。

　周知していく。

１.二酸化炭素排出量削減

　持ち込まない。

45436
kg-CO2

34033
kg-CO2

- 下記項目毎に記載

　環　境　経　営　目　標

　　　取　組　項　目

取組結果とその評価（2022年4月～2023年3月）

環境目標 実績 達成区分
評価

次年度の環境経営目標

○

・サーキュレーターやブラインド等を使

空調の効率向上

不使用機器の主電源管理 ・外出等によるパソコン未使用時の

パソコン等省エネモード設定

用してエアコンの効率を上げることに

より消費電力を抑制できた。

シャットダウンを徹底する。

○

・移動時間にゆとりを持ち、エコドライブ

を行うことができた。

6151.3ℓ

積載物の見直し

急のつく運転を抑制する

・タイヤの空気圧をこまめに確認する。

○

・不要な車両を現場に持ち込まないよ

1946.1ℓ

アイドリングストップの徹底 ・乗り合いを実施し、不要な車両を現場へ

乗り合いの実施

うにした結果、抑制することができた。

最適機械の選定 ・施工機械の配置を検討し、効率よく

ダンプトラックの入替 作業が行えるようにする。

流し続けの防止

○

・定期的な点検により、漏水を未然に

防止でき、削減することができた。

器具等の保守点検実施

水タンクの使用

・継続して行っていくため、定例会議等で

くする。

○

・年間を通じて最低使用量を維持する

〇

・最適機械の選定により、削減すること

ができた。

・養生を確実に行い、清掃範囲を少な



8.一般廃棄物削減 3％削減

タブレットの活用で紙削減 0.309t 0.263ｔ

9.建設リサイクル率向上 7％削減

　（産業廃棄物削減）

3082ｔ 1522.26ｔ

10.グリーン購入推進 購入製品数 購入製品数 ・現状購入製品数に加え、非常食を

グリーン購入の周知 1点グリーン購入へ移行した。

1点増加 1点増加

・同様にグリーン購入知識を深め、

購入件数の増加

11.工期短縮 設定工期

5％短縮 5％短縮 　削減に繋がった。

方法等について定期に検討する。

12.教育活動

　でエコに対する意識を高めた。

・引き続き月例会議で教育訓練を

　継続していく。
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　ことにより、工期短縮・トータルコストの

・資材は都度必要量のみを納入し

廃棄物の削減に繋がった。

達成区分
評価

次年度の取組内容

資材過剰納入の抑制

・現場の整理整頓を行い、資機材の再

使用を心掛ける。

達成に繋がった。

　環　境　目　標

　　　取　組　項　目

取組結果とその評価（2021年4月～2022年3月）

環境目標 実績

○
・メール等を有効活用し、顧客との

連絡を積極的に行う。

○

余剰資材の納入を行わないことにより

・打合せにタブレットを使用することに

より、紙の使用を抑制することができ

教育の徹底 教育の徹底

○

・月例会議にて取組報告を行い、全社員

各テーマに関する訓練実施

月例会議での周知徹底

計画に対する実施状況評価

人員配置計画

○
現状把握

積極的なグリーン購入

　現状の継続を目標とする。

○
最適機械の選定

工程計画 ・施工前検討会を開催し、工期短縮

・最適機械及び台数を選定し、実施した



○購入電力の排出係数は、公表年度毎に下記数値にて算定しております。
購入先：東京電力エナジーパートナー㈱

2019年度＝0.475ｋｇ-CO2/ｋWｈ 2021年度＝0.441ｋｇ-CO2/ｋWｈ
2020年度＝0.441ｋｇ-CO2/ｋWｈ 2022年度＝0.452ｋｇ-CO2/ｋWｈ

'21年4月～'22年3月 '22年4月～'23年3月

8、年度別集計表

ℓ 6742.4

目　　的

年　度　別　集　計

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

'19年4月～'20年3月 '20年4月～'21年3月

kg-CO2 7055
二
酸
化
炭
素
排
出
量

事務所
12686 kWh 16238 kWh

事務所
6753

7247 kg-CO2

15997 kWh 16033 kWh

ガソリン使用量削減
15666 kg-CO2 15642 kg-CO2

kg-CO2
電気使用量削減

6026 kg-CO2 7161

15090 kg-CO2 14271 kg-CO2

ℓ 6504.4 ℓ 6151.3 ℓ

5887 kg-CO2

現場
2139.2 ℓ 2272.1 ℓ 2537.3

4515 kg-CO2

ℓ 1946.1 ℓ

ガソリン使用量削減
4963 kg-CO2 5271 kg-CO2

13469 kg-CO2

現場
4358.1 ℓ 8421.5 ℓ 5220.5

8000.4 kg-CO2

ℓ 3100.9 ℓ

軽油使用量削減
11244 kg-CO2 21727 kg-CO2

排
水
量

事務所

96 ㎥ 96 ㎥

現場

155 ㎥ 153

96 ㎥ 96 ㎥
水使用量削減

最低使用量 最低使用量 最低使用量 最低使用量

㎥ 150 ㎥ 99 ㎥
水使用量削減

2016年度-7.2% 2016年度-8.3% 2016年度-10.1% 2016年度-40.7%

廃
棄
物

一般廃棄物削減
0.29 t 0.302 t 0.282 t 0.263 t

2016年度-6.5% 2016年度-6.5% 2016年度-11.4% 2016年度-17.4%

建設リサイクル率向上
（産業廃棄物削減）

2524.39 t 2241.97 t 1280.96 t 1522.26 t

2016年度-23.8% 2016年度-32.3% 2016年度-61.3% 2016年度-54.1%

グリーン購入

24+1点 24+1点 24+1点 24+1点エコマーク文具等の

購入量増加

-11-

製品及びサービスに関する項目

-5% -5% -5% -5%工期短縮による

環境負荷の削減
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9、年度別集計グラフ
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変更の要否 ：必要無し

変更の要否 ：必要無し

③環境経営計画 変更の要否 ：必要無し

④実施体制 変更の要否 ：必要無し

　　-13-

10、環境関連法規等の遵守状況の確認

及び評価結果並びに違反、訴訟等の有無

 内　　　　　容 過去３年から現在までの結果

主な法令名
廃棄物処理法、建設リサイクル法、Nox・PM法

遵守状況の確認及
び評価結果

法律違反の有無

 2023年4月6日　環境関連法規等の取りまとめ一覧をもとに
遵守状況のチェック結果、取り決められたことが確実に守ら
れていました。
 また、違反はありません。

自動車リサイクル法、フロン排出抑制法

　現場へは乗り合いで向かい、不要な車両を現場に持ち込まない様徹底する事ができ目標達成に

訴訟の有無 なし

11、代表者による全体評価と見直し・指示

見直し対象期間 2022年4月1日～2023年3月31日

見直し実施日 2023年4月7日

使用量を削減できる様取り組む。

　総評としては、環境活動計画についての目標をすべて達成しており、引き続き本活動が順調に取り

組まれていると評価する。しかしながら、電力使用量が目標達成はしつつも近年ほぼ横這いとなって

いるため、これまで以上の節電に対する日々の取り組みを実行すると共に、設備や機器の抜本的な

次回への取組指示

出席者 代表取締役社長、環境管理責任者、EA21事務局

前回指示への取組結果

　前回指示内容 ガソリン使用量の削減(現場)

　総評でもある通り、電力使用量が達成はしているが横這い傾向にあるため、次年度は本年度より

見直しについても積極的に行い、更なるエコ活動が実施できる様取り組んでいく。

繋がった。

変更の必要性の判断

①環境経営方針

②環境経営目標

総　評


